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1. 外国人・障害者との共生 

・千代田区の外国人は約 4,000 人、永住者が最多 

・障害者支援では「日曜青年教室」や「ヘルマンハープ」などの活動が紹介された。 

・社会的包摂の視点から、家族への支援も重要との意見 

2. 世代間交流の促進 

・神田祭や文化芸術フェスティバルなど、地域行事が交流の場に。 

・若者の参加促進には「メリット」や「タイパ（時間対効果）」が鍵 

・LINE オープンチャットなど、若者に届く広報手段の工夫が必要 

・若者主催のイベントは高齢者にも好影響を与える可能性 

3. 人材育成と施設の活用 

・ボーイスカウトやスポーツ推進委員の活動が人材育成に貢献 

・施設利用とボランティア活動の連携によるインセンティブ案（例：利用料免除） 

epoch



・生涯学習館の活動が見えづらいという広報課題 

・若者の居住支援と地域貢献の組み合わせによる定住促進案 

 

・若者向け情報発信は SNS・LINE・インスタが有効 

・地域イベントの「見える化」や「千代田区掲示板」のような統合情報発信の必要性 

・障害者スポーツの周知不足と参加促進の課題 

・若者の地域参加には「半纏貸出」などの親しみやすい仕掛けが効果的 

 

今期のテーマ：世代間交流において、若者（２０代・３０代）の参加を促進するためにどうすれば良いか課題

とされているため、以下のとおりヒアリングを実施する。 

〇ちよだイズム倶楽部 

５月３１日（土）に開催されるちよだイズム倶楽部の参加者にアンケートを実施 

【アンケート項目】属性・参加したきっかけ・今後どのような講座・イベントに参加したいか 

〇神田錦町大歓迎会 

７月４日（金）に開催される神田錦町大歓迎会で主催（神田錦町二丁目町会）、参加者（企業・大学）へインタビ

ューを実施 

【インタビュー項目（主催者）】開催したきっかけ、効果、今後どのように活動していきたいか 

【インタビュー項目（参加者）】参加したメリット、印象的なコンテンツ、今後どのようなイベントに参加したいか 

 

～～私にとっての「生涯学習」～～ 

村木 さをり 

そもそも私にとって「生涯学習」という言葉から想起されることとして『茶道』があります。高校卒

業を機に習い始めて今に至っておりますが、茶道の諸先生方からは『一生涯勉強！』と、学ぶ事は尽き

ることが無く、それがまた魅力と感じています。 

縁があって指導もしていますが、『茶道』を習得しにいらっしゃっているご高齢の方々もアンチエイ

ジングにと楽しく何年も励んでいらっしゃいます。これが正に「生涯学習」の実践と日々精進しており

ます。人生の先輩方との稽古は私にとっても勉強になり、楽しく癒される時間となっています。新しい

事を学びたいと思う意欲のある人々に共通なのは、好奇心旺盛なのは勿論、何よりも人が好きであるこ

とです。人と接点を持つ事に喜びを享受できるのはとても素晴らしいと思います。 

これからは、当委員会のテーマの 1 つでもあります多世代文化交流、若い方にも茶道のような伝統に

興味を持っていただき、文化を絶やさないように奮闘していくことです。新九段生涯学習館の構想も稼

働し始めたところですが、若い方にも集っていただけるような施設に出来るよう、基本構想検討会の一

委員として尽力させていただく所存でおります。 
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